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１．概要（Summary） 

光照射により分子が異性化し、巨視的な動きを示すフ

ォトメカニカル結晶は、光エネルギーを直接メカニカルな

動きに変換できるため、次世代光駆動アクチュエータやソ

フトロボットなどへの応用が期待されている[1]。上記の結

晶の中には、同一の化合物が異なる結晶構造を形成する

多形結晶を形成する例がある。今回、サリチリデンアニリ

ン多形結晶からの多様な動きの創出を目指し、結晶の合

成及び育成を早稲田大学研究開発センター 121 号館 

209室の設備を利用し行なった。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 環境維持・制御装置 

【実験方法】 

サリチルアルデヒドとアニリンを 5 mmol ずつ 2-

propanol 溶液に溶解し、マイクロ波加熱装置によって 1

時間、150℃の条件で加熱した。 

加熱終了後、TLC により反応物の生成を確認したのち

に、エバポレータを用いて溶媒を飛ばし、一夜真空乾燥

させることで完全に溶媒を蒸発させた。 

続いて生成物をフラスコ内で各種有機溶媒に溶解させ、

定圧条件下、溶媒蒸発法により単結晶を育成した。結晶

育成の際、溶媒の温度、溶媒の濃度、蒸発速度を制御す

ることで多形結晶の作り分けを試みた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig 1. に得られた多形結晶を示す。室温、大気圧下で

メタノール溶媒の蒸発速度を調整することで、α、β、γ 

3 種類の異なる多形結晶が得られた。紫外光を照射する

と、異なる光異性化特性を示したことから、異なる動きを示 

す可能性が示唆された。 

Fig 1. Three polymorphic crystals with different 

photochromic properties. 
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